
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浜離宮恩賜庭園について 

国指定特別名勝・特別史跡。承応３(1654)年に甲府宰相・松平綱重によって 
甲府浜屋敷としてつくられ、綱重の子・綱豊が６代将軍・徳川家宣になったのを 
機に、浜御殿と呼ばれる将軍家別邸となりました。以来、歴代将軍によって改修が 
行われ、11代将軍・家斉の時にほぼ現在の姿の庭園が完成。明治維新後は宮内庁 
所管の浜離宮となりました。 

昭和 20(1945)年に東京都に下賜され、翌年浜離宮恩賜庭園の名称で開園し、 
昭和 27(1952)年に国の特別名勝及び特別史跡に指定され現在に至ります。 

【開園時間】９時～17 時（最終入園は 16 時 30 分） 

【休 園 日】12月 29日～１月１日 
【住   所】中央区浜離宮庭園１－１ 
【交   通】【大手門口（庭園北側の入口）】 

都営地下鉄大江戸線 築地市場駅下車 徒歩７分 
都営地下鉄大江戸線、ゆりかもめ 汐留駅下車 徒歩７分 
JR 東海道線・山手線・京浜東北線・横須賀線、東京メトロ銀座線、都営地下鉄浅草線  
新橋駅下車 徒歩 12 分 

【中の御門口（庭園北西側の入口）】 
都営地下鉄大江戸線、ゆりかもめ 汐留駅下車 10 番出口 徒歩５分 
JR 山手線・京浜東北線 浜松町駅下車 徒歩 15 分 
※駐車場はございません。 
（大手門口に観光バスと障害者の車両駐車スペースあり） 

【入 園 料】一般 300 円  65歳以上 150円  
※小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料 

【問い合わせ先】浜離宮恩賜庭園サービスセンター 電話：03－3541－0200 
【ホームページ】https://www.tokyo-park.or.jp/park/hama-rikyu/  
【X(旧 Twitter)】https://x.com/HamarikyuGarden  
 
 

 

 

ホームページ 

X(旧 Twitter） 

旧芝離宮恩賜庭園について 

国指定名勝。延宝６(1678)年に、時の老中で下総国佐倉藩主の大久保忠朝が 

４代将軍徳川家綱から拝領し、「楽
らく

壽
じゅ

園
えん

」と呼ばれる庭園を造ったのが始まりです。 

明治９(1876)年に芝離宮となりましたが、関東大震災で洋館・和館から成る宮殿や 

樹木の多くが失われてしまいました。 

震災の翌年、大正 13(1924)年に皇太子(昭和天皇)ご成婚記念として、 

東京市に下賜されました。 

【開園時間】９時～17 時（最終入園は 16 時 30分） 

【休 園 日】12月 29日～１月１日 

【住  所】港区海岸１－４－１ 

【交  通】JR 山手線・京浜東北線 浜松町駅下車 北口 徒歩１分 

都営地下鉄大江戸線・浅草線 大門駅下車 B2 出口 徒歩３分 

※駐車場はございません。 

【入 園 料】一般 150 円 65 歳以上 70 円  

※小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料 

【 】旧芝離宮恩賜庭園サービスセンター 電話：03－3434－4029 

【 】https://www.tokyo-park.or.jp/park/kyu-shiba-rikyu/  

【 】https://x.com/Kyushibarikyu  

 

 

ホームページ 

X(旧 Twitter) 

～都立９庭園紹介～ 

https://www.tokyo-park.or.jp/park/hama-rikyu/
https://x.com/HamarikyuGarden
https://www.tokyo-park.or.jp/park/kyu-shiba-rikyu/
https://x.com/Kyushibarikyu


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小石川後楽園について 

 国指定特別史跡・特別名勝。江戸時代初期、寛永６(1629)年に水戸徳川家の 

祖である頼房が、江戸の中屋敷（後に上屋敷となる）の庭として造ったもので、 

二代藩主の光圀の代に完成した庭園です。 

光圀は作庭に際し明の儒学者である朱舜
しゅしゅん

水
すい

の意見をとり入れ、 

中国の教え「（士はまさに）天下の憂いに先だって憂い、天下の楽しみに後れて 

楽しむ」から「後楽園」と名づけられました。 

【開園時間】９時～17時（最終入園は 16 時 30 分） 

【 休園日】12月 29 日～１月１日 

【住  所】文京区後楽１－６－６ 

【交  通】■西門 都営地下鉄大江戸線 飯田橋駅下車 C３出口 徒歩３分 

JR 総武線 飯田橋駅下車 東口 徒歩８分 

東京メトロ東西線･有楽町線･南北線 飯田橋駅下車 A１、A３出口 徒歩８分 

東京メトロ丸ノ内線･南北線 後楽園駅下車 １番、２番出口 徒歩８分 

   ■東門 JR 総武線 水道橋駅下車 西口 徒歩５分 

       東京メトロ丸ノ内線･南北線 後楽園駅下車 ２番出口 徒歩６分 

都営三田線 水道橋駅下車 A2 出口 徒歩８分 

※駐車場はございません。 

※短冊をご記入の場合は西門からご入園ください。 

 

【入 園 料】一般 300 円  65歳以上 150円  

※小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料 

【 】小石川後楽園サービスセンター 電話：03－3811－3015 

【 】https://www.tokyo-park.or.jp/park/koishikawakorakuen/  

【 】https://x.com/KorakuenGarden  

 

 

 

ホームページ 

X(旧 Twitter) 

六義園について 

国指定特別名勝。五代将軍徳川綱吉の寵臣・柳澤吉保によって造られた和歌の 
趣味を基調とした回遊式築山泉水庭園です。江戸時代に造られた大名庭園の中でも 
代表的なもので、明治期には三菱の創業者である岩崎彌太郎の別邸となりました。 
庭園は万葉集や古今和歌集に詠まれた紀州（現在の和歌山県）の景勝地「和歌の浦」 

の景色をはじめ、その周辺の景勝地や中国の故事に因んだ景観が映し出されています。 

【開園時間】９時～17 時（最終入園は 16 時 30 分） 

【休 園 日】12月 29日～１月１日 

【住  所】文京区本駒込６－16－3 

【交  通】JR 山手線、東京メトロ南北線 駒込駅下車 徒歩７分 

都営地下鉄三田線 千石駅下車 徒歩 10 分 

※駐車場はございません。 

【入 園 料】一般 300 円  65歳以上 150円  

※小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料 

【 】六義園サービスセンター 電話：03－3941－2222 

【 】https://www.tokyo-park.or.jp/park/rikugien/  

【 】https://x.com/RikugienGarden  

 

 
X(旧 Twitter) 

ホームページ 

https://www.tokyo-park.or.jp/park/koishikawakorakuen/
https://x.com/KorakuenGarden
https://www.tokyo-park.or.jp/park/rikugien/
https://x.com/RikugienGarden


旧岩崎邸庭園について 

三菱財閥創業者岩崎彌太郎の長男で、第３代社長の岩崎久彌の邸宅として、 
明治 29(1896)年に竣工しました。往時の３分の１の面積を持つ園内には、洋館、 
和館大広間、撞球室の３棟が現存しています。 
洋館と撞球室の設計は、鹿鳴館の建築家として有名なジョサイア・コンドル。 

書院造りを基調とする和館は、名棟梁大河喜十郎によるものと伝えられています。 
建物、庭園共に和洋併置式とされ、「芝庭」を持つ近代庭園の初期の姿が残っており、 
敷地全体が国指定重要文化財に指定されています。 

【開園時間】９時～17時（最終入園は 16 時 30 分） 

【休 園 日】12月 29日～１月１日 

【住  所】台東区池之端１－３－45 

【交  通】東京メトロ千代田線 湯島駅下車 徒歩３分 

東京メトロ銀座線 上野広小路駅下車 徒歩 10分 

都営地下鉄大江戸線 上野御徒町駅下車 徒歩 10 分 

JR 京浜東北線・山手線 御徒町駅下車 徒歩 15 分 

※駐車場はございません。 

【入 園 料】一般 400 円  65歳以上 200円  

※小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料 

【 】旧岩崎邸庭園サービスセンター 電話：03－3823－8340 

【 】https://www.tokyo-park.or.jp/park/kyu-iwasaki-tei/  

【 】https://x.com/kyuiwasakitei 

 

ホームページ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

X(旧 Twitter) 

向島百花園について 

国指定名勝及び史跡。江戸の町人文化が花開いた文化・文政期（1804～1830）に、 

骨董商・佐原鞠塢
さ は ら き く う

が、交遊のあった江戸の文人
ぶんじん

墨客
ぼっかく

の協力を得て、花の咲く草花鑑賞 

を中心とした民営花園として開園しました。開園当初は 360 本のウメが主体で、 

亀戸の梅屋敷に対して「新梅屋敷」と呼ばれたほどでした。 

その後、詩経や万葉集など中国・日本の古典に詠まれている有名な植物を集め、 

四季を通じて花が咲くようになりました。百花園の名称は「四季百花の乱れ咲く園」 

という意味でつけられたとされます。 

【開園時間】９時～17 時（最終入園は 16 時 30 分） 

【休 園 日】12月 29日～１月３日  

【住  所】墨田区東向島３－18－３ 

【交  通】東武スカイツリーライン 東向島駅下車 徒歩８分 

      京成電鉄押上線 京成曳舟駅下車 徒歩 13 分 

      都営バス 亀戸－日暮里（里 22）「百花園前」下車 徒歩３分  

※駐車場はございません。 

【入 園 料】一般 150 円 65 歳以上 70 円  

※小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料 

【問い合わせ先】向島百花園サービスセンター 電話：03－3611－8705 

【ホームページ】https://www.tokyo-park.or.jp/park/mukojima-hyakkaen/  

【X(旧 Twitter)】https://x.com/MukoujimaGarden 

 

ホームページ 

X(旧 Twitter) 

https://www.tokyo-park.or.jp/park/kyu-iwasaki-tei/
https://x.com/kyuiwasakitei
https://www.tokyo-park.or.jp/park/mukojima-hyakkaen/
https://x.com/MukoujimaGarden


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清澄庭園について 

都指定名勝。江戸時代、下総
しもうさの

国
くに

関宿
せきやど

の城主
じょうしゅ

・久世
く ぜ

大和
やまとの

守
かみ

の下屋敷を含むこの邸地を、 

明治 11(1878)年に岩崎彌太郎が買い取り、社員の慰安や貴賓を招待する場所として、 

明治 13(1880)年に「深川親睦園」として開園しました。彌太郎亡き後、弟の彌之助、 

息子の久彌により造園工事が進められ、隅田川の水を引いた大泉水を造り、周囲には 

全国から取り寄せた名石を配して、明治の庭園を代表する「回遊式林泉庭園」が完成しました。 

なお、大正 12(1923)年９月の関東大震災や昭和 20(1945)年３月の東京大空襲の時には 

避難所として多くの命を救いました。 

【開園時間】９時～17時（最終入園は 16 時 30 分） 

【休 園 日】12月 29日～１月１日 

【住  所】江東区清澄３－３－９ 

【交  通】都営地下鉄大江戸線、東京メトロ半蔵門線 清澄白河駅下車 A３出口 徒歩３分 

      ※駐車場はございません。 

【入 園 料】一般 150 円  65歳以上 70円 

※小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料 

【 】清澄庭園サービスセンター 電話：03－3641－5892 

【 】https://www.tokyo-park.or.jp/park/kiyosumi/  

【 】https://x.com/KiyosumiTeien 

 

 

                                   

ホームページ 

X(旧 Twitter) 

旧古河庭園について 

国指定名勝。武蔵野台地の斜面と低地という地形を活かし、北側の小高い丘には 

洋館を建て、斜面には洋風庭園、そして低地には日本庭園を配したのが特徴です。 

この庭園はもと明治の元勲・陸奥宗光の別邸でしたが、次男が古河財閥の養子に 

なった時、古河家の所有となりました。ジョサイア・コンドル設計の洋館と洋風庭園、 

京都の庭師・植治こと小川治兵衛が作庭した日本庭園が現存しています。 

数少ない大正初期の庭園の原型を留める貴重な存在で、伝統的な手法と近代的な技術 

の融和により、和洋の見事な調和を実現している秀逸で代表的な事例であり、また現存する 

近代の庭園の中でも、極めて良好に保存されている数少ない事例です。 

【開園時間】９時～17時（最終入園は 16 時 30 分） 

【休 園 日】12月 29日～１月１日 

【住  所】北区西ヶ原１－27－39 

【交  通】JR 京浜東北線 上中里駅下車 徒歩７分 

東京メトロ 南北線 西ヶ原駅下車 徒歩７分 

JR 山手線 駒込駅下車 徒歩 12 分 

北区コミュニティバス（王子・駒込ルート）20 分間隔 

JR 駒込駅より５分・JR王子駅より 20 分 「旧古河庭園」下車 

      ※駐車場はございません。 

【入 園 料】一般 150 円  65歳以上 70円  

※小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料 

【 】旧古河庭園サービスセンター 電話：03－3910－0394 

【 】https://www.tokyo-park.or.jp/park/kyu-furukawa/  

【 】https://x.com/kyufurukawa 

 

ホームページ

X(旧 Twitter) 

https://www.tokyo-park.or.jp/park/kiyosumi/
https://x.com/KiyosumiTeien
https://x.com/KiyosumiTeien
https://www.tokyo-park.or.jp/park/kyu-furukawa/
https://x.com/kyufurukawa


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

東京都公園協会 都立 9 庭園 Instagram 

https://www.instagram.com/tokyo_9gardens/  

殿ヶ谷戸庭園について 

 国指定名勝。武蔵野の自然の地形、段丘の崖にできた谷を巧みに利用した 

「回遊式林泉庭園」。崖の上の明るい芝生地と崖下の湧水池、樹林で雰囲気が一変 

する造園手法がみどころのひとつです。 

大正２～４(1913～1915)年に江口定條
さ だ え

（後の満鉄副総裁）の別荘として整備され、 

昭和４(1929)年には三菱財閥の岩崎家の別邸となりました。昭和 40 年代の開発計画に対し 

本庭園を守る住民運動が発端となり、昭和 49(1974)年に都が買収し、整備後、都立庭園として 

開園しました。 

 なお、庭園の名称は、昔この地が国分寺村大字殿ヶ谷戸という地名であったことに由来します。 

【開園時間】９時～17時（最終入園は 16 時 30 分） 

【休 園 日】12月 29日～１月１日 

【住  所】国分寺市南町２－16 

【交  通】JR 中央線、西武国分寺線・西武多摩湖線 国分寺駅下車 南口 徒歩２分 

※駐車場はございません。 

【入 園 料】一般 150 円 65 歳以上 70 円  

※小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料 

【 】殿ヶ谷戸庭園サービスセンター 電話：042－324－7991 

【 】https://www.tokyo-park.or.jp/park/tonogayato/  

【 】https://x.com/TonogayatoTeien 

                                  

ホームページ 

X(旧 Twitter) 

Instagram 

https://www.instagram.com/tokyo_9gardens/
https://www.tokyo-park.or.jp/park/tonogayato/
https://x.com/TonogayatoTeien

